
 

 

 

 

１ 技術・家庭科（家庭分野）が目指す「夢中になって問い続ける生徒」とは  

「夢中になって問い続ける生徒」の育成のためには，自らの問いを持って探究していく姿勢が必要だと

考えます。家庭分野は，よりよい生活を目指した主体的な生活者を育成することを目標としています。し

かし，目指すべき「よりよい生活」は，生涯を通じて一定ではありません。状況や立場，年齢や時代に応

じて変化するものであり，自分にとって「よりよい生活とは何か」と絶えず問い続けなければならないテ

ーマであると考えます。 

さらに，「よりよい生活とは何か」という大きなテ

ーマを問い始めることは容易ではありません。まず

は，小さな問いを解決するという小ステップが必要だ

と考えます。その小ステップというのは，家庭分野に

おいては生活における課題解決の場面にあたります。

日常生活の様々な問題を解決するために，身に付けた

力を生かして，生活をよりよくしていこうとすること

です。課題を解決して生活が豊かになったことを実感

できると，達成感や成就感を得るだけでなく，「より

よい生活」を問うことの意義を理解することにもつな

がります。そのことが次なる新たな課題の解決へと向かう動機付けとなり，この小ステップを積み重ねて

いくことで，「よりよい生活とは何か」という大きなテーマに発展していくと考えます（資料１）。 

授業においては，課題解決学習を充実させ，「もっとよりよい方法があるのでは」「他の視点もあるので

は」と問いを深めたり，「自分の生活ではどう実践すればよいだろうか」と問いを具体化して考えたり，

さらに発展させて「生活をより豊かにするには」「よりよい生活とは何か」と夢中になって問い続ける生

徒の育成を目指したいと考えます。 

 

２ 「夢中になって問い続ける生徒」を育成するために 

(１) 課題設定の工夫 

夢中になって問い続ける生徒を育成

するには，日常生活の問題を問いとして

捉え，解決のために主体的に取り組むこ

とができるように，授業における課題解

決学習を工夫することが重要となりま

す。実生活と関連した現実的な内容を課

題に設定することで，日常生活における

問題を「生活をよりよくしていくための

問い」と捉えやすくなると考えます。さ

らに，生徒が主体的に取り組むために，

解決したいと思う興味深い内容や，解決
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に向けて多面的思考を必要とする内容にすることが重要です。また，問いの解決には，事前に知識や技

能の確実な習得と相互に関連づけた深い理解を促す学習を充実させることが必須となります（資料２）。 

例えば，安全な住まいの授業において，災害が多い熊本で生活することに不安を抱く転入生に，アド

バイザーとなって防災提案書を作成するという課題を設定しました。生徒たちは，提示される資料に釘

付けとなり夢中になって取り組む姿が見られました。より多くのアドバイスをしようと，グループでの

話し合い活動も積極的なものになりました。また，衣服の選択の授業において，インターネットで T シ

ャツの購入について友人にアドバイスをするという課題を設定しました。習得した知識を活用しなが

ら工夫して思考，判断しようとする意欲的な姿が見られました。また，他者と意見を共有する協働的な

学びを通して，「他の視点を取り入れたら，もっとよりよい選択方法が見つかった」と問い直す場面も

見られました。 

 

(２) 見方・考え方を働かせるための工夫 

生活における課題解決の場面では，家庭分野の「見方・考え方」を働かせることが重要となります。

また，状況に応じて答えが異なる家庭分野の学習において，自分で導き出した解決策の方向性が正しか

ったのかどうか，その判断基準として各々の中で働かせるものが，「見方・考え方」ではないでしょう

か。夢中になって問い続ける生徒の育成という視点においても，「見方・考え方」をより豊かで確かな

ものに鍛えていく必要があると考えます。 

① 「見方・考え方」獲得のための手立て 

授業最初のオリエンテーションで，「家庭分野 

のテーマ」と「見方・考え方」について説明しま 

した。そして，学習の振り返りの場面では，授業 

を通して考え学んだことと，考えを導き出すた 

めに用いた視点をシートに記入させることにし 

ました。また，自分が用いた視点は，家庭分野の 

「見方・考え方」に示される視点のどれにあたる 

のか考えさせ，指定されている色の丸型シール 

を貼らせています（資料３）。この活動によって， 

生徒自身がどのように物事を捉えたのか，どの 

ような「見方・考え方」を働かせたのかを可視化 

することができ，自覚と意識化につながると考え 

ています。また，多面的思考を促す効果も期待できます。 

② 「見方・考え方」を働かせるための資料の工夫 

「見方・考え方」を働かせ，深い学びにつながる 

ために，課題解決学習における提示資料を工夫し 

 ました。学習において働かせたい「見方・考え方」 

を整理することから始めました。 

例えば，「安全な住まい」の授業においては，「健 

康・安全」の視点で考えられるように，住まいの立 

地が分かる地図や家の間取りと家具の配置が分か 

る資料を準備しました。また，「協力・協働」の視 
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点で考えられるように，その住まいに住む家族構成や近隣に住む高齢者の自宅を設定しました（資料

４）。この資料を通して、学習に必要とする「見方・考え方」を働かせ，課題解決をすることができ

ました。また，この学習を生かして，自分の住まいを同様な視点で分析し，「自分の家は，災害にど

う備えたらよいだろうか」と問いを具体化して「わが家の防災マニュアル」を作成しました。 

   また，「衣服の選択」の授業においては，  

  「健康・快適」な視点で考えられるよう 

に，T シャツの色やデザイン，繊維の種 

類，取り扱い方を少しずつ変えました。 

また，「持続可能な社会の構築」の視点で 

考えられるように，価格を少しずつ変え 

ました（資料５）。提示された選択肢から 

１つを選ぶという活動を通して，生徒た 

ちは「見方・考え方」を働かせながら， 

それぞれの特徴を比較して考えました。 

デザインや価格のみで判断せずに，繊維 

の種類や取り扱い方など習得した知識を 

活用して深く考え，意思決定することが 

できました。答えが１つではない課題を 

熟考することで，生徒たちは自ずと「よりよい選択」ということを意識して考えることができました。 

最後に，「よりよく衣服を選ぶとはどういうことだろうか」「どれを選ぶのが一番よいのだろうか」と 

発問すると，さらに深く思考することができ，「おそらく，どれが正解ということではない。その人 

や目的，状況に合わせて考えて選ぶということではないか。」という考えをもつことができました。 

さらに，「これから，どのような選び方をしていくべきか」と問う姿も見られました。このように， 

課題や資料，発問を工夫することで，「衣服選択の際の留意点」を学ぶことに留まらず，習得した知 

識を活用することの必要性を実感したり，「よりよく」を意識した考え方をしたりすることに発展し 

たと考えます。 

 このような課題解決学習を各題材に設定し，「見方・考え方」を働かせて解決するという小ステッ

プを積み重ねていくことで，「よりよい生活とは何か」を夢中になって問い続けられる生徒を育成し

ていきたいと考えています。 
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